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1 はじめに

MaaS(Mobility as a Service)は，ICTを活用して交通

をクラウド化し，公共交通か否か，またその運営主体にか

かわらず，マイカー以外のすべての交通う手段によるモビ

リティを 1つのサービスとしてとらえ，シームレスにつな

ぐ新たなモビリティである [1]．これは個々のモビリティ

ごとに分散されていた各種情報を単一のアプリケーション

等に統合することで，様々なモビリティを活用したシーム

レスな移動を実現することである [2]．また，先行研究 [3]

はMaaSの統合における段階をレベル 0からレベル 4の 5

段階とした．現在の日本ではレベル 1の実現にとどまって

おり，しかも同様な目的のために別個のシステムが乱立し

ている [4]．例えば，配車サービスのソフトウェア規格で

は，タクシーの送迎予約の機能があるが，バスの運行経路

や鉄道の運行経路を規格が違うので使用できない．この他

にも多くのMaaS規格がそれぞれ独立していて，規格をま

たいだ連携ができない．

本研究の目的は，異なる枠組みのMaaSをモデル変換機

能を用いて統合することである．異なったモデルを 1つの

モデルに統合するための支援を実現する．既存のサービス

を考察し，どのように連携させるのか，または関係を精査

する．これらの妥当性を検討する．

解決方法として MDA(Model Driven Architecture)[5]

を用いる．MDAの考え方に基づいて，PIM(Platform In-

dependent Model) から PSM(Platform Specific Model)

への変換を自動もしくは半自動的に行い、各サービスを相

互運用可能とする．既存のサービスから共通の要素を分析

することで，サービスの連携に必要となる抽象化された共

通モデルを PIM とし，個々のサービスの組み合わせに依

存する要素は MDA の考え方に基づいて，PIM からのモ

デル変換により付加することで PSMを自動もしくは半自

動的に生成する．これにより，各サービスの相互運用が可

能となる．

MDAを用いるにあたり，ExecutableUML[6]というオ

ブジェクト指向開発に基づいたツールを使用した．MaaS

に基づくサービスのタクシーとバスのアプリケーションの

クラス図を考察し, マッピング関数とマーキングモデルを

定義する．得られたモデルを PSMへ，自動もしくは半自

動的に変換するための基盤を構築する．

2 統合モデルに関する課題

MaaSの統合において解決しなければならない問題は 2

つある．1つ目はMaaSに関するアプリケーションの規格

の乱立である [4]．使用者が目的地に到達するまでに，いず

れかの交通サービスを選択した場合，鉄道，バス，タクシー

等のそれぞれのアプリケーションに問い合わせなければな

らない．また，各サービスを使用した場合の料金，時間を

十分に下調べすることが大事になる．さらに，タクシーを

選択した場合にどのタクシー企業が正しい選択をしたこと

になるのか等，移動の際に毎回すべての情報を集め，適し

たルートを自分で選択しなければならない．それぞれの交

通サービスが独立している現状では，最適なルートの選択

は個人で行う必要がある．

2 つ目はアプリケーションの相互運用性の欠如である．

例えば，配車サービスのソフトウェア規格では，タクシー

の送迎予約の機能があるが，バスの運行経路や鉄道の運

行経路を規格が違うので使用できない．この他にも多くの

MaaS規格がそれぞれ独立していて，規格をまたいだ連携

ができない．これらを解決するMaaSのサービス開発時に

参照できるような明確なモデル設計や手法がない．

3 MDAを用いたMaaSのモデル統合方式

本研究では，図 1 のように，PIM から PSM へと変換

する．

図 1 概要図

具体的に考察するサービスはバスとタクシーとする．考

察したバスとタクシーのクラス図を作成する．これらの

バスとタクシーのクラス図を統合する．バスとタクシーの

統合したモデルから PIMを定義する．PIMはバスやタク

シーのモビリティ共通のサービスに関するモデルである．

従って，既存のバスとタクシーのサービスから共通の要素

を分析することで，サービスの連携に必要となる抽象化さ

れた共通モデルを PIMとする．また，PSMは最終的にバ

スとタクシーのサービスの組み合わせに依存したサービス

の要素を付け加えたものとなる．個々のサービスの組み合

わせに依存する要素はマッピング関数とマーキングモデル

として，PIMからのモデル変換により付加する．統合した

クラス図が図 2である．

得られたマッピングを表 1に示す．このマッピングによ
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図 2 統合したクラス図

り，モデル間のリンクを確立し，片側の属性と反対側の列

の相関の規則を決めることができる．

表 1 マッピング関数の構築

ソースモデルクラス ターゲットモデルテーブル

taxi taxitable

bus bustable

MaaS MaaStable

図 2からサービスの連携に必要な抽象化された共通モデ

ルの PIMが図 3である

図 3 抽象化したクラス図

これらから不完全ながら，PSM としてソフトウェアの

構造に関する情報が得られた．同様の考え方でステートマ

シン図からのマッシュアップも実現できる．

4 考察

本研究で行った統合方式は先行研究 [7] より設計者に負

担がかからない．先行研究 [7] は，統合モビリティサービ

スの実現に向けて，交通サービスに関する特徴を利用して

異なるモビリティをスキーママッチング手法を用いた．こ

れらを用いることで，各サービスの連携の適合率を高める

ことができた．我々の研究も各クラスの属性値やクラスを

考察したが，統合した共通モデルから各サービスに依存し

ないクラスを抽出し，依存したクラスと依存しないクラス

に分けた．各サービスに依存しないクラスの再利用性が向

上した．また，依存したクラスはプラットフォームから独

立しているため変更が容易になる．本研究ではシステムの

安定性を考慮していないので，今後は実現した場合の分析

の方法の考察が必要になる．

5 おわりに

本研究では、異なる枠組みのMaaSをモデル変換機能を

用いて統合することを目的として，MDAを用いた.

解決方法として，MDA(Model Driven Architecture)[5]

を用いる．MDAの考え方に基づいて，PIM(Platform In-

dependent Model) から PSM(Platform Specific Model)

への変換を自動もしくは半自動的に行い、各サービスを相

互運用可能とする

本研究では簡単な例に基づいてモデル変換基盤の実現の

可能性を示せた．さらに，より現実的な例に提案手法を適

用する際に考慮すべき課題についても整理する．また，今

後は提案した方法について，より効率的な相互運用を行え

るようなモデルの構築が必要である．そのために，抽象化

された共通モデルのさらなる考察をしなければならない.

また，実現した場合の分析の方法の考察が必要になる．
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